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昭和58年 2月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

市
政
の
動
き

市
議
会
臨
時
会
は
、

1
月
幻
日
聞
か

れ
、
次
の
議
案
が
審
議
可
決
さ
れ
ま
し

た。

ー
議
決
さ
れ
た
議
案
|

V
幻
年
度
負
仏
津
市
一

般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
千
百
八

十
五
万
一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
九
十
四
億
一
千
五
百
七

十
七
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
、
今
回

の
補
正
は
、
経
団
漁
港
災
害
復
旧
事
業

費
二
千
百
八
十
五
万
一
千
円
の
追
加
認

承
に
よ
る
も
の
と
、
内
需
を
中
心
と
し

た
景
気
の
着
実
な
回
復
を
は
か
り
、
雇

用
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
の
国
の
施

魚
津
市
議
会
臨
時
会

策
に
基
づ
き
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル

事
業
費
二
千
三
十
万
円
の
債
務
負
担
行

為
の
追
加
。

こ
の
財
源
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
及
び
市
債
を
充
当
す
る
も
の
で

す。V
幻
年
度
負
仏
津
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

V
負
金
市
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

助
成
条
例

回
年
2
月
1
日
施
行
の
老
人
保
健
法

に
あ
わ
せ
、
重
一
度
心
身
障
害
者
等
の
障

害
の
程
度
や
年
齢
に
よ
り
、
医
療
費
の

助
成
を
し
、
併
せ
て
一
部
負
担
金
の
負

担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

1
月
6
日
、
村
木
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
消
防
出
初
め
式
で
、
次
の

方
々
が
表
彰
喜
れ
ま
し
た
。

V
消
防
協
力
者
感
謝
状

魚
津
市
布
施
爪
七
八
三
番
地

酒

井

喜

弘

〈
事
績
〉

昨
年
3
月
お
日
、
朝
通
勤

途
上
長
引
野
地
内
の
火
災
を
発
見
、
通

報
し
消
火
に
尽
力
し
た
。

V
県
知
事
表
彰

第
1
分

団

団

員

追

栄

第
4
分

団

団

員

高

慶

第
5
分

団

団

員

石

倉

第
6
分

団

団

員

高

縁

第
6
分

団

団

員

清

河

太敏正義幸
作秋夫平男

新
成
人
者
の
前
途
を
祝
う

年
魚
津
市
成
人

さ
る
、

1
月
日
日
の
成
人
の
日
に
市

内
七
三
三
人

(男
三
七
九
人
、
女
三
五

四
人
)
の
新
成
人
を
市
民
会
館
に
迎
え

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
午
前
9
時
必
分
か
ら
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
上
野
方
校
下
青
年
団

員
が
郷
土
芸
能
「
せ
り
込
み
蝶
六
」
を

演
じ
た
あ
と
、
清
河
市
長
の
式
辞
、
新

成
人
者
に
記
念
品
(
ア
ル
バ
ム
)
を
贈

呈
、
続
い
て
「
成
人
の
日
」
記
念
表
彰

で
、
優
良
青
年
3
人
と
優
良
青
年
団
体

1
団
体
を
表
彰
し
、
そ
の
あ
と
、
本
田

市
議
会
議
長
の
祝
辞
、
県
知
事
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読
、
次
に
中
村
美
智

子
さ
ん
(
経
団
)
の
「
私
の
生
い
た
ち

」
の
発
表
の
あ
と
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
、
西
部
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
に
よ
る
演
奏
や
青
春
ソ
ン
グ
と
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
新
成
人
者
を
祝
い
ま
し

た。

「
成
人
の
日
」
記
念
表
彰
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

V
優
良
青
年
の
部

関
口
幸
夫
(
天
神
)

常
楽
悟
(
下
中
島
)

中
村
利
宏
(
経
由
)

V
優
良
青
年
団
体
の
部

加
積
青
年
団

第
7
分

団

団

員

第
8
分

団

団

員

第
9
分

団

団

員

第
9
分

団

団

員

第
叩
分
団
班
長

第
日
分
団
班
長

第
ロ
分
団
部
長

第
日
分
団
班
長

第
凶
分
団
班
長

V
支
部
長
表
彰

第
1
分

団

団

員

第
1
分

団

団

員

第
3
分

団

団

員

第
3
分

団

団

員

第
3
分

団

団

員

第
4
分

団

団

員

第
5
分

国

団

員

大

沢

一

男

宝

田

弘

重

秋

田

義

信

尾

谷

寅

雄

荒

地

清

正

吉

崎

忠

夫

南

塚

義

雄

武

田

祐

輔

木
村
隆
太
郎

辻

浩

山

海

忠

三

浅

井

光

治

井

川

勉

有

坂

国

男

宮

本

宗

明

浅

井

清

吉

第
5
分
団

第

6
分
団

第
7
分
団

第

7
分
団

第

9
分
団

第
9
分
団

第
9
分
団

第

9
分
団

第
9
分
団

第

9
分
団

第
叩
分
団

第
日
分
団

第
日
分
団

第
日
分
団

第
日
分
団

第
日
分
団

第
日
分
団

第
日
分
団

第
凶
分
団

第
日
分
団

団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

大楠中下木小先小石山縮小黒谷中山大窪清山
森 島司下川名川川越本林瀬口川本沢田河下
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今
年
、
北
洋
に
出
漁
す
る
漁
船
や
乗

組
員
の
航
海
安
全
、
大
漁
を
祈
っ
て
、

魚
津
市
出
漁
団
の
祈
願
祭
が
、

1
月
幻

日
魚
津
漁
協
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
の
あ
と
優
良
団
員
の
表
彰
が
あ

り
、
清
河
市
長
(
出
漁
団
長
)
や
県
知

事
な
ど
の
激
励
を
受
け
、
団
員
一
同
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
又
、
今
年
は

出
漁
団
結
成
初
周
年
に
あ
た
り
、
元
役

員
の
臨
席
の
上
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た。
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表
彰
者
氏
名

〈
敬
称
略
〉

マ
富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会
長
表
彰

高

瀬

昭

則

鳥

切

久

雄

川

中

忍

マ
同
一
船
主
叩
か
年
勤
続
者
表
彰

〈市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉

小
路

幸

作

先

名

茂

四

十

万

隆

回

又

隆

eE医盟国B

マ
同
一
船
主
お
か
年
勤
続
者
表
彰

〈
市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉

小

路

清

マ
同
一
船
主
却
か
年
勤
続
者
表
彰

〈
市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉

市政の動き・出初め式…一一一2

無事故・大漁に祈りをこめて---3
市県民税 ・所得税の申告一一---4

皆んなで守ろう住み良い環境ー5
みんなのねんきん--ーーー・・ー---------6

あなだの国保---・・ー・・ー・・ー・ー・・ー・・・ー・-ア

みんなのスポーツー-----------------8

あなだと図書館一一一ー.._-----一-9

中小企業のみなさんへ-一一一--10

青少年育成市民会議だより一---10

あなだと家庭奉仕員一ーーーーーーーーー・・ー竹

保健だより一一一一一一一一---12
市の火災救急等の概要ーーー・ーーーーーー・-13

あしらせーーーーーーーーーーーーー----------14""'15 

目で見るいまむかしー一一一---16

久
和
金
作

早
川
政
義

早

川

進

マ
同
一
船
主
回
か
年
勤
続
者
表
彰

〈
魚
津
市
長
感
謝
状
〉

魚

住

常

一

水

野

隆

夫

小

竹

猛

マ
同
一
船
主
刊
か
年
勤
続
者
表
彰

〈
市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉

猟

田

孫

市

川

岸

忍

岡

島

信

一

棺

谷

造

マ
同
一
船
主
5
か
年
勤
続
者
表
彰

〈
市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉

海

原

忠

治

経

沢

治

雄

浜
藤
征
一

マ
職
務
別
功
労
者
表
彰

〈
市
出
漁
団
長
表
彰
〉

・
漁

携

長

功

労

者

魚

浦

正

・
船

長

功

労

者

浜

岸

富

士

郎

・
無

線

士

功

労

者

浜

田

洋

一

・
甲

板

員

功

労

者

早

川

鶴

松

浜

田

清

金
三
津
正
孝

高
瀬
昭
則

大
野
益
男

表紙・節分の豆まき

国
水鉄
飲駅魚
施前津三
設に議
す子 選傘

_./.，~必錨溌錨滋鋪滋鋪b

目白

フE

成

立
山
連
峰
の
雪
を
水
源
地
と
す
る
魚

津
の
「
水
」
は
、
独
特
の
風
味
が
あ
り
旅

人
か
ら
は
「
う
ま
い
水
」
と
絶
賛
さ
れ
、

好
評
を
受
け
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
魚
津
の
水
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
飲
ん
で
も
ら
う
た
め
、

市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
魚
津
駅
前
に
水
飲
場
を
完
成
し

ま
し
た
。
施
設
に
は
魚
津
の
在
石
を
使

い
乱
積
み
に
よ
り
修
景
を
整
え
碑
石
文

に
は
故
池
田
弥
三
郎
先
生
が
生
前
よ
り

「
ほ
ん
と
う
に
魚
津
は
水
が
う
ま
く
空

気
も
う
ま
い
」
と
言
わ
れ
読
み
人
知
ら

ず
の
俗
謡
か
ら

ヘ
長
生
き
し
た
け
り
ゃ
魚
津
へ
お
い
で

う
ま
い
空
気
に
水
が
あ
る

と
詠
ん
で
あ
り
ま
す
。「魚
津
だ
よ
り
」
か
ら

な
お
、
こ
の
施
設
の
設
置
に
協
賛
さ

れ
次
の
方
々
か
ら
多
額
の
寄
附
が
あ
り

ま
し
た
。

O
魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
魚
津
市
)

0
井
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
井
原
市
)

O
雄

峰

園

(

魚

津

市

)

どの子供の顔を見ても、一生懸

命に日鬼ハ外福ハ内町子供達め

楽しい節分の日である。

節分は、立春 ・立夏・立秋 ・立冬

それぞれ節の前夜に行われてい芝

ガ、舎では、立春の前日だけガ節

分と呼ばれている。節分の夜ガ明

けると晴れて立春、春ガ来疋こと

になる。

日麿では大年、新暦では2月3""'

4日頃にあだる。この夜寺社では
悪魔を追い払い、春を迎える意昧

で追儀〈ついな〉ガ行われる。民

間でも豆を撒いだり、鰯の頭や柊

(ひいらぎ〉の枝を戸口にさしだ

りするガ、地方によって少しずつ

異なるようだ。

(3) 
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一……日一昨日
……
…
癒
襲
爵
畿
の
…耐
用費
……………………………………………………………………………………………

一……一税
一………
…
…………………一
機
懇
灘
…僚
機
議
機
縁
紘
一………

一……刻一一一一一一一一…
……………………………………………………………………………………………
幾
層
…環
器
務
ぉ
……………………………………………

-
市
県
民
税
・
所
得
税
確
定
申
告
の
時

期
は

2
月
刊
日
捌
か
ら

3
月
日
日
側

ま
で
で
す
/

今
年
も
市
県
民
税

・
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
市
県
民
税
の
申
告
書
は
2
月
中

旬
に
各
町
内
会
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
配

布
し
ま
す
。
こ
の
申
告
は
臼
年
度
の
市

県
民
税
を
課
税
す
る
基
礎
資
料
に
な
る

も
の
で
す
か
ら
同
封
「
申
告
書
の
書
き

か
た
」
を
よ
く
お
読
み
に
な
っ
て
正
し

い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
申
告
期
限

(3
月
日
日
)
ま
で
に
市
税
務
課
へ
お
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
郵
送

で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
申
告
用
紙
が

届
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
紛
失
ま
た
は

書
き
損
じ
に
な
っ
た
方
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
税
務
課
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
会
社
・事
業
所
等
、
勤
め
先
で
源
泉

徴
収
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
家
族

の
扶
養
者
に
な
っ
て
い
る
方
、
昨
年
(
日

年
中
)
税
務
署
へ
確
定
申
告
を
さ
れ
た

方
に
は
申
告
書
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
0

.
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①
回
年
1
月
1
日
現
在
魚
津
市
内
に
住

所
の
あ
る
方
(
住
所
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
)。

②
事
業
所
得

(商
業

・
工
業

・
農
業

・

漁
業

・
医
薬
業

・
不
動
産

・
譲
渡

・
配

当

・
利
子
等
の
所
得
)
の
あ
っ
た
方
。

③
給
与
所
得
の
ほ
か
に
他
の
所
得

(農

業

・
漁
業
・
配
当

・
不
動
産

・
譲
渡
・

利
子

・
日
雇
賃
金
等
)
の
あ
っ
た
方
。

④
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
日
年
の
中

途
で
退
職
等
の
た
め
、
所
得
税
の
年
末

調
整
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
方
。

⑤
給
与
所
得
の
み
の
方
で
雑
損
、
医
療

費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
、
又
は

給
与
支
払
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
扶
養

親
族
に
つ
い
て
の
扶
養
控
除
と
異
な
る

扶
養
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

⑥
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
が
な
か
っ
た
方
(パ
ー
ト
等
含
む
)
0

.
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

①
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
さ
れ
る
方
、
又
は
提
出
さ
れ
た
方
。

②
会
社
・

事
業
所
等
勤
務
先
で
源
泉
徴

収
を
さ
れ
て
い
る
方
。

③
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る

方
。

A
V
所
得
税
の
申
告
と
還
付
申
告
に
つ
い

て
所
得
税
は
、
個
人
が
一
年
間
に
得
た

所
得
金
額
に
応
じ
て
か
か
る
税
金
で
す
。

O
次
の
よ
う
な
方
は
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

な
ど
で
、
計
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
、

基
礎
控
除

・
配
偶
者
控
除

・
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
方
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

一
、
0
0
0万
円
を
超
え
る
方
や
、
二
か

所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
方
、

ま
た
、
給
与
以
外
の
所
得
が
二
O
万
円

を
超
え
る
方
。

。
次
の
よ
う
な
方
は
還
付
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控
除
、
医
療
費

控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
が
受
け
ら

れ
る
方
。

②
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
方
。

③
原
稿
料
や
利
子
・
配
当
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
の

所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
源
泉
徴

収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
方
。

④
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業
や

廃
業
な
ど
の
た
め
所
得
が
前
年
よ
り
大

幅
に
減
っ
た
方
。

な
お
、
こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は

2
月
凶
日
以
前
で
も
魚
津
税
務

署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
還
付
申

告
は
市
税
務
課
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

.
市
民
税
申
告
と
所
得
税
確
定
申
告
、

所
得
税
還
付
申
告
相
談
案
内

市
税
務
課
で
は
市
県
民
税
の
申
告
書

の
正
し
い
記
載
方
法
山
所
得
税
確
定
申

告
及
び
所
得
税
還
付
申
告
の
正
し
い
書

き
方
等
申
告
に
対
す
る
相
談
を
2
月
日

日
制
か
ら
3
月
日
日

ωま
で
の
問
、
市

役
所
税
務
課
内
(
正
面
玄
関
入
口
一
階

右
側
)
で
税
務
相
談
所
を
設
け
、
税
の

こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
(
平
日
午
前
8
時
初
分
j
午
後

5
時
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。
日
曜
、
祝

祭
日
は
除
く
)。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着

い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
時

間
待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も

-
ご
存
知
で
す
か
税
務
相
談
に
は

「
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

忙
し
い
方
や
遠
隔
地
の
方
々
の
た

め
に
、
電
話
に
よ
る
税
務
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。
特
に
こ
れ
を
「
テ
レ

ホ
ン

・
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
電
話
相
談
は
オ
フ
ィ
ス
か
ら
で

も
自
宅
か
ら
で
も
電
話
一
本
で
気
軽

に
相
談
で
き
る
た
め
、
便
利
な
相
談

窓
口
と
し
て
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け

早
く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

.
農
協
各
支
所
で
も
相
談
を

日
程
を
定
め
て
次
の
表
の
よ
う
に
各

農
協
支
所
等
で
も
臨
時
申
告
相
談
所
を

開
い
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地
区
別
相
談
日
程
表

(
相
談
時
間
午
前
9
時
却
分
1
午
後
4

時
ま
で
)

(4) 

区
一
市
役
所
税
務
課

相

験

日

該

当

地

区

一

と

ろ

2
月
お
日
附
一
松
倉
地
区
一
農
協
松
倉
支
所

2
月
M

B
附
一
天
神
地
区
一
農
協
天
神
支
所

2
月
羽
目
幽
一
片
貝
地
区
一
片
貝
公
民
館

2
月
羽
田
開
一
経
団
地
区
一
経
団
信
用
農
協

3
月
1
日

ω一
下
中
島
地
区
一
農
協
中
島
支
所

3
月
2
日
嗣
一
上
中
島
地
区
一
農
協
中
島
支
所

3
月
3
日
嗣
一
加
核
地
区
一
農
協
加
積
支
所

3
月
4
日
幽
一
西
布
施
地
区
一
農
協
西
布
施
支
所

3
月
7
日
間
一
上
野
方
地
区
一
上
野
方
公
民
館

3
月

8
B
ω
一
下
野
方
地
区
一
市
役
所
税
務
課

3
月
9
日
附
一
道
下
地
区
一
市
役
所
税
務
課

3
3
0
1
i
一

一心一肘

m
u
-
-
全

地

ま
た
、
自
分
の
住
所
や
名
前
も
言
わ

ず
に
匿
名
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
相

談
し
た
た
め
に
税
金
が
高
く
な
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
と
い
う
心
配
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
魚
津
市
内
に
居
住

の
方
々
か
ら
の
テ
レ
ホ
ン

・
サ
ー
ビ

ス
の
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
金
沢
国
税
局

(
0
7
6
2
@
8
0

8
0
)
・
金
沢
国
税
局
富
山
分
室
(
0

7
6
4
@
9
2
2
2
)
・
高
岡
分
室

(
0
7
6
6
@
9
2
2
2
)
・
魚
津
税

務
署
(
@
1
3
7
0
)
・
魚
津
市
税
務

課
(
②
2
2
0
0
)
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資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
で
は
、
必
要
な
資
源
の
大
部
介
を
海
外
か
ら
の
輸
入

に
依
存
し
な
が
ら
、
工
業
の
発
展
と
経
済
の
成
長
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
安
定
的
な
成
長
と
、
現
在
の
豊
か
な
国
民
生
活
を
維
持
、
確
保

し
て
い
く
た
め
に
は
、
資
源
の
効
率
的
な
使
用
を
促
進
し
て
、
省
資
源
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
各
家
庭
か
ら
、
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
、

再
利
用
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、
皆
ん
な
で
考
え
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

V
く
り
か
え
し
生
か
そ
う

限
り
あ
る
資
源

最
近
市
内
に
出
さ
れ
る
ご
み
を
一
巡

し
て
見
ま
す
と
、
紙
類
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

布
類
な
ど
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る

も
の
が
相
当
量
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
が
収
集
す
る
ご
み
の

量
も
毎
年
増
え
る
一
方
で
、
焼
却
場
も

ピ
ン
チ
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

砂
ご
み
に
出
さ
れ
て
い
る
大
切
な
資
源

市
で
は
今
年
か
ら
、
皆
さ
ん
方
の
協

力
を
も
と
め
て
、
再
利
用
で
き
る
も
の

は
、
徹
底
し
た
分
別
収
集
を
行
い
、
ご

み
の
減
量
化
と
、
資
源
の
再
利
用
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

再
利
用
の
進
め
方

V
ガ
ラ
ス
、
ビ
ン
類

ガ
ラ
ス
製
品
や
ビ
ン
類
は
現
在
不
燃

物
埋
立
地
で
、
埋
立
て
処
分
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
分
別
収
集
し
て
、

再
利
用
を
進
め
る
。

最
初
は
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定

し
て
、
校
下
数
カ
所
に
ド
ラ
ム
缶

数
個
ず
つ
を
配
置
し
、
こ
の
中
へ

ビ
ン
類
を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
し

て
、
分
別
し
て
入
れ
、
こ
れ
を
市

の
委
託
業
者
が
回
収
し
て
処
分
す

る。V
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
布
類

現
在
出
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
中

か
ら
、
紙
類
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
布

類
を
徹
底
分
別
し
て
再
利
用
を
は

か
る
。各
町
内
ご
と
に
月
一
回
を
め
ど

に
収
集
し
や
す
い
よ
う
に
集
積
し

て
も
ら
い
、
こ
れ
を
市
の
委
託
業

者
が
回
収
し
て
、
市
内
全
部
の
も

の
を
一
ヵ
所
に
集
積
し
、
相
当
量
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
処
分
す
る
。

処
分
金
の
一
部
は
地
元
婦
人
会
な
ど

協
力
団
体
に
還
元
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

具
体
的
な
計
画
は
そ
の
都
度
広
報
し

ま
す
か
ら
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

金
物
類
の
処
分
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
月
額
十
万
円
以
上
が
市
の
収
入
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
全
国
の
一
日
平
均
死
者
数
は

二
四

・
九
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
の
死
者
数
は
九
五
人
で
弱
年
よ
り

十
三
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
、
自
転
車
利

用
者
と
も
ど
も
も
っ
と
注
意
を
は
ら
い

事
故
の
絶
滅
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
冬
場
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

の
た
め
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
加

速
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
、
早
め
に
プ
レ

l

キ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

③
つ
と
め
て
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

④
凍
結
道
路
の
連
続
進
行
は
、
玉
突
き

追
突
が
多
く
発
生
し
ま
す
の
で

出
来
る
だ
け
車
間
距
離
を
十
分

に
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
見
透
し
の
悪
い
カ
l
プ
や
急
な

下
り
坂
の
カ
ー
ブ
地
点
、
急
な

坂
道
な
ど
日
陰
や
橋
の
上
は
十

分
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

@
安
全
運
転
5
則
と
は

一
、
安
全
速
度
を
必
ず
守
る
こ

と。

二
、
カ
l
プ
の
手
前
で
ス
ピ

l

ド
を
落
と
す
こ
と
。

三
、
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を

確
か
め
る
こ
と
。

四
、

一
時
停
止
で
は
横
断
歩
行

者
の
安
全
を
守
る
こ
と
。

五
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な

い
こ
と
。

一一宇 宇 -守.-守司F 司F 司F マ-ヨ司~司---・・ー
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国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

町
年
中
に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

め
た
方
は
、
本
人
の
分
は
も
ち
ろ
ん
家

族
の
分
も
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し

て
、
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

所
得
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
忘
れ

ず
に
控
除
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

前
納
や
追
納
に
よ
り
保
険
料
を
納
め

た
と
き
や
、
引
年
中
に
納
め
た
過
去
の

分
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
同
様
の
扱
い

と
な
り
ま
す
。

幻
年
の
保
険
料
は
下
記
の
と
お
り
で

す。
な
お
、
前
納
さ
れ
た
方
は
、
割
引
き

所
得
凪
田
昌

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
定
額
だ
け
の
方
六

O
、
四
八

O
円

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
か
月
分

は
、
月
額
四
、
五

O
O円

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
九
か
月

分
は
、
月
額
五
、
二
二

O
円

・
付
加
納
付
の
方
六
五
、
二
八

O
円

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
か
月
分

は
、
月
額
四
、
九

O
O
円

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
九
か
月

分
は
、
月
額
五
、六
二

O
円

と
な
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
て

将
来
よ
り
高
い
。
年
金
を
。

まd

よ
り
高
い
保
険
料
を
か
け
て
、
将
来

よ
り
高
い
年
金
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
国
民
年
金
保
険
料
は
定
額

で
五
、
二
二

O
円
(
日
年
4
月
か
ら
は
五
、

八
三

O
円
)
で
す
が
、
こ
れ
に
加
え
て

付
加
保
険
料
四

O
O円
を
合
せ
て
納
め

る
こ
と
で
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
ま
す
と
、
将
来

受
け
る
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
、

死
亡
一
時
金
の
額
が
ふ
え
ま
す
。

加
入
は
、
保
険
料
免
除
者
以
外
の
方

な
ら
誰
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
国
民
年
金
係

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
げ

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

¥ / 
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初
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

若
い
方
た
ち
に
と
っ
て
老
後
は
ま
だ

先
の
こ
と
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
老
後

の
生
活
設
計
は
今
か
ら
考
え
準
備
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

初
歳
に
な
っ
た
あ
な
た
に
、
国
民
年

金
の
加
入
は
、
老
後
の
安
心
あ
る
暮
し

に
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
農
業

・
漁
業

・
商
業

な
ど
の
自
営
業
の
方
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
方
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年
金
制

度
で
、
歳
を
と
っ
た
り
、
障
害
者
や
母

57年度の国民年金保
険料第3期分(10・11

.12月分)の納め忘れ

はないか今一度確か

めてください。

子
世
帯
な
ど
に
な
っ

た
ば
あ
い
に
年
金

を
支
給
し
、
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
は
、
会
社
員
な
ど
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
以
外
の
方
で
、
日
本
国
内
に
住
む

初
歳
か
ら

ω歳
未
満
の
方
で
す
。

ま
た
、
昼
間
部
の
大
学
生
や
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
は
希
望
に
よ
り
加

入
で
き
ま
す
。

加
入
手
続
き
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、

市
役
所
国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

初
法
例

qFG/ 

(6) 

テ
レ
ビ
放
送

「
き
ょ
う
の
健
康

あ
す
の
年
金
」
の

お

知

ら

せ

社
会
保
険
庁
提
供
の

「き
ょ
う
の
健

康
あ
す
の
年
金
」
が
、
富
山
テ
レ
ビ
で

3
月
ま
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
テ
l
マ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
富
山
テ
レ
ビ
〉
放
送

き
ょ
う
の
健
康
あ
す
の
年
金

社
会
保
険
庁
提
供

l，'(. 

3 月 (毎週土喝日 ) 2 月 (毎週土曜日 )

時開放送月日26日 198 I 12日 5日 26日 19日 12日 5日

朝 7:00-7・15 朝 7:00-7: 15 

考える年あすの金を

聖施，& 書まし
年従業金にも 年金の景 期品ま与う， 
主自

社険語級金保各お気笹にF 続き年加国民金の手入 おすみですか， 
放

うょ/ 
送

ーーー-ーーーーー-ー--ーー- ーー-ー・・ー-------------ー・--------------・・・---

ZたましZ相抜が需に 錨出を目喝舎こん身R2すz終期がにあむ 年z園民金f加んでさも入 ' 2栂合3あまり~{税2章がにか争 豊年金保険科宮か彦たし' 正金型恩制です受霊の給は人 童草弘置閣支の 宮はずみやかに 空うなますり の棄払年額白 容内 I 

成 ね
人 ん

証れこえ

固平自 に なたら 標語

金
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
月
は
健
康
も
の
し
り
百
科
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
利
用
者
の

結
果
で
す
。⑮
⑧
⑥
⑨
⑥
⑨
⑧
⑨
 

。
朝
食
抜
き
は
肥
満
の
も
と

「朝
ご
は
ん
の
お
い
し
い
時
は

健
康
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、朝

食
は
自
分
の
体
調
を
測
る
大
切

な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
と
こ

ろ
が
最
近
で
は
、
朝
は
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
寝
て
い
て
、
ミ
ル
ク
一

杯
飲
ま
ず
に
飛
び
出
す
朝
食
抜

き
族
が
増
え
て
い
ま
す。

ダ
イ
エ

ッ
ト
の
た
め
に
朝
食

を
抜
く
人
も
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
大
き
な
間
違
い
で
、
夜
か
ら

朝
、
そ
し
て
畳
に
か
け
て
長
時

問
胃
を
空
に
し
て
お
い
て
、
急
激
に
食

べ
る
の
は
か
え

っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

吸
収
率
が
高
ま
り
、
反
対
に
太
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
一

日
や
二
日
抜
い
た
ぐ
ら

い
で
太
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
朝

食
抜
き
の
パ
タ
ー
ン
を
長
期
に
わ
た
っ

て
つ
づ
け
て
い
れ
ば
、
H

肥
満
効
果
。
は

確
実
。
少
し
で
も
食
物
を
胃
の
中
に
入
れ
て

か
ら
活
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎

朝
必
ず
食
べ
た
い
も
の
は
卵
と
牛
乳
。

余
裕
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
新
鮮
な
生
野
菜

と
果
物
の
計
四
品
が
朝
の
食
車
に
並
ぶ

よ
う
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

。
舌
を
鏡
に
映
し
て
健
康
診
断

舌
は
食
べ
た
り
話
し
た
り
欠
か
せ
な

い
器
官
で
す
が
、
顔
や
髪
は
毎
日
し
げ

し
げ
見
つ
め
て
も
、
舌
を
見
る
人
は
あ

ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
時
に

は
鏡
に
舌
を
映
し
て
、
自
分
の
健
康
状

態
を
確
か
め
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
。
舌
を
見
る
こ
と
は
、
舌
の
病
気
だ

け
で
な
く
、
か
ら
だ
の
他
の
部
分
の
異

常
を
発
見
す
る
手
掛
り
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
舌
の
乳
頭
(
表
面
の
ブ
ツ
プ

ツ
)
が
少
な
く
な
っ
て
、盛
り
上
が
り
が

減
り
滑
ら
か
に
見
え
る
時
は
、
ビ
タ
ミ

ン
B
か
C
の
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
も
、
こ
う
し
た
状
態
で
舌
が
白
っ

ぽ
く
見
え
る
な
ら
、
貧
血
の
疑
い
が
あ

り
、
顔
色
も
優
れ
な
い
よ
う
な
ら
、
鉄

分
を
十
分
補
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

舌
に
コ
ケ
が
つ
い
て
白
っ
ぽ
く
見
え

る
よ
う
な
ら
胃
酸
の
不
足
。
反
対
に
過

酸
症
だ
と
乳
頭
が
目
立
ち
、
赤
く
は
れ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク

利
用
者
の
結
果
に

つ
い
て

昨
年
7
月
か
ら
ロ
月
に
か
け
て
、

成
人
病
早
期
発
見
の
お
手
伝
い
の
た

め
、国
保
被
保
険
者
(
四

O
歳
1
六
四

歳
)約

一
、
0
0
0名
を
対
象
に
コ

ン

ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
(健
康
情
報
調
査
)

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
が

出
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
利
用
者
数
男
三
七
九
人

女
五
六
二
人

計
九
四
一
人

⑦
①
の
内
問
題
点
の
あ
っ
た
人

男
二
八

O
人

女
四
一
七
人

計
六
九
七
人

ま
す
。
胃
潰
傷
で
も
乳
頭
が
多
く
な
っ

て
、
舌
が
赤
く
は
れ
て
見
え
ま
す
。

舌
が
黒
っ
ぽ
く
見
え
る
の
は
黒
毛
舌

と
い
っ
て
、
た
ば
こ
の
吸
い
す
ぎ
や
抗

生
物
質
の
飲
み
す
ぎ
な
ど
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。

舌
に
し
こ
り
や
潰
蕩
が
で
き
て
、
も

の
が
し
み
た
り
、
し
ゃ
べ
り
に
く
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
フ
タ
性

口
内
炎
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
漬

傷
は
米
粒
大
で
す
。
一、
二
週
間
で
自
然

に
治
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
が
、
し

ば
し
ば
再
発
し
ま
す
。
舌
の
病
気
で
い

ち
ば
ん
こ
わ
い
の
は
ガ
ン
で
す
が
、
他

の
口
内
炎
と
症
状
が
似
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
口
内
炎
が
長
び
く
場

合
は
専
門
医
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

③

ωの
内
健
康
生
活
指
数
が
普
通
以

上
の
人

男
二
二
三
人

女
三
三
二
人

計
五
五
五
人

①
の
内
健
康
生
活
指
数
が
普
通
以

下

の

人

男

一

五

六

人

女
二
三

O
人

計
三
八
六
人

こ
の
統
計
で
見
る
と
、
利
用
者
の

七
四
%
の
方
は
身
体
に
何
ら
か
の
問

題
点
が
あ
り
、
健
康
生
活
指
数
が
普

通
以
上
の
方
は
五
九
%
、
普
通
以
下

の
方
は
四
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
以
下
の
方
の
内
、
要
注
意
者

(健
康
生
活
指
数
0
1
的
)
と
な
っ
て

い
る
方
は
五
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
五
%
の
方
は
早
急
に
医
師
に

相
談
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
庖
は
、
障
害
者
や
老
人
が
真

心
を
こ
め
て
製
作
し
た
藤
細
工
、
陶

器
、
ぬ
い
ぐ
る
み
等
、
手
・
工
芸
品
を

販
売
す
る
庖
と
し
て
、
大
和
富
山
庖

6
階
に
常
設
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
は
、
市
価
よ
り
か
な
り

安
価
に
な
っ
て
お
り
、売
り
上
げ
は
、

授
産
や
訓
練
の
た
め
に
行
う
製
作
の

た
め
の
材
料
費
に
再
び
還
元
さ
れ
ま

す
。又
、
こ
の
ほ
か
に
福
祉
施
設
の
紹

介
や
簡
単
な
相
談
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
の
ご
来
屈
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

福
祉
の
庖
に
関
す
る
問
い
合
せ
は
、

富
山
市
舟
橋
南
町
5
l
U
富
山
県
社

会
福
祉
協
議
会
福
祉
の
庖
係

(8
0

7
6
4
@
2
9
5
8
)
へ
/

「
福
祉
の
庖
」

大
和
富
山
庖
に

1
月
日
日
オ
ー
プ
ン

固定資産税・国民

健康保険税第4期

分の納期限は

2月28自明です。

納税刻イド

(7) 
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哀?
漏

第
七
回
魚
津
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

の
開
催

2
月
幻
日
日

午
前
8
時
初
分
か
ら

マ
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
在
住
者
及
び
通
勤

通
学
者

〈団
体
戦
〉

-
各
地
区
対
抗
戦

5
ダ
ブ
ル
ス
叩
人
編
成

〈個
人
戦
〉

-
中
学
(
男
女
)
の
部

.
一
般
男
子
1
部

マ
と

き

マ
種

目

-
一
般
男
子
2
部

・ω歳
以
上
男
子
の
部

.
一
般
女
子
の
部

個
人
戦
全
種
目
ダ
ブ
ル
ス

で
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
が
、

各
チ
l
ム
及
び
各
選
手
は

試
合
用
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
試
合
用
シ
ャ
ト
ル
は

個
人
負
担
と
し
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法
団
体
戦

・
個
人
戦
と

も
2
月
四
日

ωま
で
に
、

市
総
合
体
育
館
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

2
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

27 20 19 16 13 11 6 
日 日~日 日 日 日 日

(日) (日)ω (村 (日) (祭) (日)

ント市民

大会パポレll 北越i抜i校高聾

西 テス
カツ|市民サ 大会ツ婦市人

(室市民 ンミ 本江

曲技会スキl体脊会市民大

回 スキ lf 

大会ド
時卓大会杯

ト| B ス
ントt区也 事会パ

大会口ン ス コキ
、、、 、フ ポ

大会ド 名
ン 1レ 乎 サ 三教

体総A 育匝ロ 韓A 体育館ロ 韓体育d館h 

場大谷

肱A 体育館ロ 酷体育A 館ロ

わ

紘A 体育館ロ

場大谷 と

ス
ぴら

ス
キ 平 キ

ジ
ュ
ニ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

.
体
操
教
室
生
徒
募
集
中
/

2
月
刊
日

・
初
日

・
3
月

ロ
日
・
四
日

-m日

毎
週
土
曜
日

5
回

午
後
2
時
か
ら
3
時
初
分

総
合
体
育
館

5
歳
児
1
小
学
校
6
年
生

一
O
O円
(
体
育
館
入
館

料
の
み
)

マ
申
込
み
先
市
総
合
体
育
館

宮
②
1
2
6
3

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ
対
象
者

マ
受
講
料

ー
冬
に
鍛
え
る

l

第
七
回

魚
津
市
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

マ
と

2
月
日
日
開

午
前
9
時
初
分
か
ら
午
後
3
時

市
総
合
体
育
館

市
連
合
婦
人
会

市
教
育
委
員
会

き

マ
と
こ
ろ

マ

主

催

マ

共

催

H

み
な
さ
ん
誘
い
合
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
H

ー

2
月
の
歩
こ
う
会
|

2
月
の
歩
こ
う
会
は
、

6
日
岡山に
、

海
岸
沿
い
!
仏
国
|
経
団

l
魚
津
と
歩

く
予
定
で
す
。
(
半
日
)

天
候
に
よ
り
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
海
岸
沿
い
を
歩
け
な
い
場

合
、
水
族
館
方
面
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
参
加
者
は
、
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
午

前
9
時
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

昼
食
は
不
要
で
す
。

1
3月
の
歩
こ
う
会
|

3
月
の
歩
こ
う
会
は
、

6
日
制
に
、

大
谷
山
方
面
へ
歩
い
て
行
き
ま
す
。

半
日
の
予
定
で
、
現
地
で
解
散
し
ま

す
。
入
湯
等
な
り
自
由
行
動
と
い
た
し

ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
9
時
ま
で
に
、
電

鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

昼
食
は
不
要
で
す
。

一
か
子
ど
も
の
広
場
4

ヘ
集
合
H
H

一

一

こ

ぱ

と

児

童

セ

ン

タ

ー

一

宮

@
2
4
0
2

一

冬
の
代
表
的
な
室
内
遊
び
と
い
わ

一
れ
る
ケ
ン
玉

・
カ
ル
タ
が
新
し
く
セ

一

ン
タ
l
に
入
り
ま
し
た
。
友
だ
ち
と

一

い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

一
〔
よ
マ
月
の
お
知
ら
せ
|

一
〔
工
作
の
日
〕

ω
i
肘
2
時
i
5
時

一
〔
一
輪
車
教
室
〕

附
3
時
1
5
時

F+A' 

(8) 

j
i
t
-
-
i
J
 

「
第
ロ
回
富
山
県
青
年

海
外
派
遣
報
告
展
」

新
川
会
場
の
開
催

日
年
3
月
5
日
出
・

6
日

口
μ

一
マ
と
こ
ろ
(
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

一
マ
主
催
富
山
県
、
富
山
県
青
船
会

一
マ
後
援
新
川
地
区
市
町
村

マ
内
容ω第
ロ
回
富
山
県
青
年
海
外
派
遣

の
報
告

中
華
人
民
共
和
国
(一

般
部
門
)

及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ

ダ
(
農
業
部
門
)

⑦
写
真
及
び
説
明
文
の
パ
ネ
ル
展

一示

③
記
録
映
画
及
び
ス
ラ
イ
ド
の
上

映
の
展
示
品
の
陳
列

白
団
員
の
写
真
展

ω第
1
回
か
ら
第
日
固
ま
で
の
富

山
県
青
年
海
外
派
遣
の
回
顧

マ
と
き

吋 E有

〔
体
力
測
定
〕

ロ
日
出
2
時
1

〔
映
画
会
〕

日
日
目
印
時
初
分

「
キ
ヨ
ち
ゃ
ん
の
日
記
」

「
モ
グ
ラ
の
モ
ト
ロ
」

〔
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
上
達
調
べ
〕

日
日
出
2
時
l

〔
車
球
大
会
〕

幻
日
間
2
時
1

申
し
込
み
は

M
日
ま
で
で
、
小

学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
が

参

加

で

き

ま

す

。

一

〈
休
館
日
〉

月
曜
日

・
祝
日

一
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も
め
た
ぷ
た

ι
U叫」

ー
画
書
館

本
と
の
出
会
い
、
ゆ
た
か
な
人
生
:・
⑪

新
刊
書
の
ご
案
内

【
一
般

書
】

ど
っ
ち
が
ト
ク
か

笹

淵

金

二

プ
ロ
野
球
を
却
倍
楽
し
く
見
る
方
法

江

本

孟

紀

健
康
酒
入
門

岡

本

千

鶴

ホ
l
ム
パ

l
マ
で
プ
ロ
に
勝
て
る

小

山

秀

男

男
の
老
後
女
の
老
後

新
福
尚
武
他

ラ
イ
ン
か
ら
き
た
妻
と
息
子湯
浅

慎

一

ビ
デ
オ
遊
び
の
テ
ク
ニ
ッ
ク地
丸
和
臣
他

マ
ス
コ
ッ
ト
大
百
科

大

高

輝

美

胎
児
は
見
て
い
る

T
・
バ
!
ニ
|

ビ
l
ト
た
け
し
の
ゴ
ッ
ク
ン
日
本
史

ビ
ー
ト
た
け
し

ち
ょ
っ
と
す
て
き
な
な
い
し
ょ
話

西
川
勢
津
子

上
手
な
売
り
方
印
章

渡

紀

彦

い
ま
俺
、
や
る
っ
き
ゃ
な
い近
藤

た
ち
ま
ち
肩
が
軽
く
な
る
加
瀬

2
月
四
日
出

「
近
世
新
川
地
方
の

流
通
と
文
化
」

米
原
寛
先
生

(富
山
中
部
高
等
学
校

教
諭
)

ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座

開
催
ご
案
内

セ*
演と

題き

* 講
師【

文
学
・
小
説
】

島
で
暮
す

灰
谷
健
次
郎

シ
ョ

l
ジ
君
の
コ
ラ
ム
で
一
杯

東
海
林
さ
だ
お

ド
ク
タ
ー
・
ス
ト
ッ
プ

早

坂

暁

苦
味
を
少
々

田

辺

聖

子

赤
い
三
角
屋
根
の
家

渡
辺
た
か
ね

幽
霊
殺
し
御
宿
か
わ
せ
み
平
岩
弓
枝

蒼
天
に
朔
る

青

島

幸

男

恋
人
は
ス
パ
イ
?

(
ハ
l
レ
ク
イ
ン
・

イ
マ
ー
ジ
ュ

)

リ
リ
ア
ン

・
ピ
l
ク

マ
ザ
コ
ン
刑
事
の
事
件
簿

赤
川
次
郎

こ
ん
な
女
と
暮
ら
し
て
み
た
い
高
橋
三
千
綱

こ
の
生
命
縮
め
て
も

渡
辺
和
子
・義
臣

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

で
す
。
日
歳
以
上
の
方
と
、
身
体
の
不
自
由

な
方
に
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
・
カ
セ

ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
も
、
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

A
V
リ
ク
エ
ス
ト
ベ
ス
ト
5

月

建 真
、止戸手
:le. J多

1
空
の
魔
法
陣
上
・下

2
徳
川
家
康
1
1

山斉
岡藤

川

柳

教

室

-Rと
き

*

課

題

*

講

師

い
ず
れ
も

*

場

所

*

時

間

2
月
ロ
日

ω

「
祈
る
」「
雑
詠
」

木
村
喜
見
城
先
生

魚
津
市
立
図
書
館

午
後
1
時
初
分
i

3
時
却
分
ま
で

3
化
粧
上
・
下

渡
辺

淳
一

4
序
の
舞
上
・
下

宮
尾
登
美
子

5
気
く
ば
り
の
す
す
め

鈴

木

健

二

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

2
月
の
お
知
ら
せ

7
日
刊
お
は
な
し

な
し
う
り
と
せ
ん
に
ん

引
日
刊
え
い
が
会

花
の
き
村
と
盗
人
た
ち

3
じ
却
ぷ
ん
か
ら

と
し
よ
か
ん
視
聴
覚
室
で
。

栄
荘
八

西
布
施
郷
土
史
発
刊

こ
の
ほ
ど
、

「西
布
施
郷
土
史
」
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
郷
土
史
は
、

西
布
施
公
民
館
が
発
行
し
た
も
の
で
、

A
判
(陥
×
加
)
の
規
格
で
約
四
百
六
十

頁
に
わ
た
り
、
西
布
施
地
域
の
ル
ー
ツ

を
た
ど
る
上
か
ら
も
貴
重
な
資
料
や
写

真
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
、

整
同
、
交
通
と
通
信
、
農
政
、
土
地
改

良
、
産
業
、
考
古
、
民
俗
、
文
化
財
の

九
章
か
ら
な
っ
て
お
り
、
六
百
部
印
刷

さ
れ
ま
し
た
が
、
関
係
方
面
か
ら
の
反

響
を
呼
ぴ
、
残
数
も
あ
と
わ
ず
か
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
郷
土
史
は
昭
和
日
年
か
ら
西
布

施
公
民
館
事
業
の
一
環
と
し
て
取
組
ん

で
き
た
も
の
で
、
今
は
亡
き
前
公
民
館

長
の
大
沢
米
作
氏
と
魚
津
市
史
編
纂
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
た
小
川
寺
光

学
坊
住
職
の
大
谷
清
瑞
氏
ら
が
中
心
と

な
り
、
地
区
の
有
志
と
共
に

4
年
半
の

長
き
に
亘
り
資
料
の
収
集

・
編
纂
に
力

を
注
い
で
こ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

一
一
月
七
日

北
方
領
土
の
目

二
月
七
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」
と
し

た
の
は
、
一
八
五
五
年
二
月
七
日
の
日

露
通
好
条
約
(
下
回
条
約
)
の
調
印
日

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
の
条
約
で
、

日
露
両
国
が
国
交
を
開
く
に
際
し
、
平

和
的
話
し
合
い
の
結
果
、
両
国
の
国
境

西
布
施
地
域
に
は
明
治

ω年
頃
す
で

に
第
一
巻
と
も
い
う
べ
き
西
布
施
郷
土

史
が
作
製
さ
れ
て
お
り
今
回
の
発
刊
は

第
二
巻
を
意
味
す
る
も
の
で
す
。

目
ま
ぐ
る
し
い
世
の
変
遷
を
目
に
す

る
時
、
少
し
で
も
貴
重
な
資
料
を
後
世

に
残
そ
う
と
す
る
西
布
施
地
域
の
人
々

の
熱
意
が
、
こ
の
発
刊
の
成
功
を
修
め

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

エ
ト
ロ
7

ウ
ル
ツ
プ

を
択
捉
島
と
得
撫
島
と
の
間
に
す
る
こ

と
を
定
め
た
も
の
、
つ
ま
り
、
北
方
四

島
は
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を

両
国
が
は
じ
め
て
正
式
に
確
認
し
た
歴

史
的
な
条
約
で
す
。

市
で
は
、
北
方
領
土
の

一
日
も
早
い

返
還
を
願
っ
て
、
市
庁
舎
屋
上
に
、

「
ね
ば
り
抜
く
熱
意
で
戻
せ

北
方
領
土
」
を
掲
示
し
、
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

(9) 



昭和58年 2月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

知
っ
て
お
き
た
い
制
度
の
い
ろ
い
ろ
・
:
@

|

|
信

用

保

笹

創

鹿

|

|

シ
リ
ー
ズ
最
後
と
し
て
、
今
回
は
富
金
融
機
関
に
対
し
て
中
小
企
業
者
の
信

山
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
制
度
に
つ
用
を
保
証
す
る
こ
と
で
す
。
万
一
、
何

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ら
か
の
事
情
で
お
金
が
返
せ
な
く
な
っ

信
用
保
証
協
会
は
、
国
及
び
県
な
ど
た
場
合
は
、
保
証
協
会
が
中
小
企
業
者

か
ら
資
金
が
導
入
さ
れ
て
い
る
公
共
機
に
代
っ
て
返
済
し
ま
す
。
そ
の
後
、
中

関

で

す

。

小

企

業

者

は

企

業

経

営

の

立

ち

直

り

を

保
証
協
会
が
保
証
す
る
中
小
企
業
者
相
談
し
な
が
ら
、
保
証
協
会
に
返
す
こ

向
け
の
貸
付
け
制
度
は
、
市
を
窓
口
と
と
に
な
る
の
で
す
。

し
て
い
る
小
口
事
業
資
金
、
独
立
開
業
資
金
の
必
要
な
時
期
と
用
途
を
細
か

資
金
ニ
シ
リ
ー
ズ
②
で
詳
解
)
を
初
め
く
検
討
し
な
が
ら
積
極
的
に
利
用
く
だ

各
金
融
機
関
や
商
工
会
議
所
を
窓
口
と
さ
い
。

し
て
約
二
十
五
種
類
も
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
へ

信
用
保
証
制
度
と
は
、
中
小
企
業
者
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

が
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
場
合

。
子
供
を
非
行
に
追
い
や
る

原
因
と
そ
の
治
療
法

子
供
を
非
行
に
追
い
や
る
大
半
の
責

任
は
親
に
あ
る
が
、
非
行
を
防
ぎ
、
治

療
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
の
も
親
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
は
、
家
庭
内
暴
力
を
振

る
う
子
供
を
育
て
た
親
に
見
ら
れ
る
特

徴
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

父
親
イ
メ
ー
ジ

a
お
と
な
し
く
、
無
口
で
家
族
と
の
融

和
性
に
欠
け
る
。
酒
を
飲
む
と
愚
痴

っ
ぽ
く
乱
暴
に
な
る
。

b
仕
事
熱
心
、
帰
宅
が
遅
く
、
家
庭
、

育
児
は
母
親
ま
か
せ
、

責
任
回
避
、

あ
い
ま
い
な
能
静
岡
可

c
妻
の
い
い
な
り
、
主
体
性
が
な
く
、

卑
屈
な
態
昨
弓

母
親
イ
メ
ー
ジ

a
気
が
強
く
支
配
的
で
冗
舌
、
干
渉
が

ま
し
い
態
度
、
女
ら
し
さ
に
欠
け
、

ゆ
と
り
が
な
い
。

で
島
あ
い

b
子
供
に
対
し
過
保
護
、
溺
愛
的
傾
向
。

c
感
情
の
起
伏
が
激
し
く
、
ヒ
ス
テ
リ

ッ
ク
な
言
動
。

d
自
分
勝
手
、
見
栄
っ
張
り
、
感
情
的
、

依
存
心
が
強
く
、
安
定
感
が
な
い
。

治
療
の
要
点

①
ま
ず
親
よ
り
始
め
る
。

家
庭
内
暴
力
の
治
療
は
、
子
供
が

親
に
対
し
て
暴
力
を
振
る
う
と
き
、

親
と
し
て
は
、
親
の
い
か
な
る
養
育

態
度
に
対
す
る
復
讐
な
の
か
、
あ
る

い
は
何
ら
か
の
救
い
を
子
供
は
求
め

て
い
る
の
か
を
的
確
に
診
断
把
握
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
夫
婦
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

子
育
て
は
夫
婦
の
共
同
責
任
で
す
。

夫
婦
が
反
目
、
対
立
し
、
不
和
葛
藤

を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
は
到
底
子
供

の
暴
力
を
治
療
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
母
親
が
養
育
、
父
親

が
自
立
化
、
社
会
化
を
図
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
連
絡
を
と
り
な

が
ら
、
そ
の
持
場
、
持
場
で

全
力
を
尽
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

③
あ
な
た
ま
か
せ
は
ダ
メ

専
門
機
関
や
第
三
者
に
相

談
し
て
、
そ
の
協
力
を
得
る

こ
と
は
大
切
で
す
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
子
供

の
暴
力
を
な
く
す
る
の
は
親

。。

の
責
任
だ
と
す
る
自
覚
が
必
要
で
す
。

@
泊
療
の
動
機
づ
け
を

子
供
は
自
分
の
行
為
に
対
し
防
衛

的
態
度
を
と
り
、
治
療
的
関
係
を
持

つ
こ
と
に
強
く
反
発
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
工
夫
し
て
子
供
に
治
療
へ

の
動
機
づ
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

⑤
自
我
の
確
立
、
耐
性
の
強
化
を

家
庭
内
暴
力
を
起
こ
す
ヱ
企
い
に
は
、

自
己
中
心
的
で
、
欲
求
不
満
へ
の
耐

性
が
低
く
、
実
際
は
強
い
劣
等
感
を

持
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
カ
バ
ー

き
ょ
せ
い

す
る
た
め
に
虚
勢
を
張
る
者
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
家
庭
内
暴
力
治
療
の

主
眼
の
一
つ
は
、
自
我
の
確
立
、
耐

性
の
強
化
に
あ
り
ま
す
。

つ
み
と
ろ
う

正
し
い
心
で

非
行
の
芽

膏
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議
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ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
重
度
障
害

者
な
ど
、
日
頃
介
護
の
大
変
な
方
の
お

世
話
を
し
て
い
る
の
が
家
庭
奉
仕
員
で

す
。
毎
日
の
活
動
の
中
か
ら
そ
の
一
部

を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

《あ
る
日
の
業
務
日
誌
か
ら
》

O
月
O
日

附
く
も
り

風
邪
も
治
り
す
っ
き
り
し
た
と
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
煮
し
め
が
食
べ
た

い
と
の
事
で
作
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
台

所
は
外
の
様
な
所
で
冬
の
風
が
よ
う
し

ゃ
な
く
吹
き
こ
み
身
体
が
凍
る
様
に
な

る。

お
年
寄
り
に
は
こ
の
寒
さ
が
さ
ぞ

か
し
こ
た
え
る
の
で
し
ょ
う
。

ム
月
ム
日

ω
晴

手
に
火
傷
を
し
た
と
い

っ
て
と
て
も

痛
そ
う
で
し
た
。
け
れ
ど
、
久
し
ぶ
り

に
娘
さ
ん
と
会
い
、
病
気
も
ほ
と
ん
ど

よ
く
な
り
毎
日
が
と
て
も
楽
し
い
と
明

る
い
顔
で
話
さ
れ
る
。
日
頃
の
お
礼
を

い
わ
れ
る
。

家
庭
奉
仕
員
は
、
介
護
の
必
要
な
方

に
、
必
要
な
介
護
を
、
食
事
の
お
世
話

や
、
洗
濯

・
掃
除

・
買
物
な
ど
を
、
親

身
に
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

奉
仕
員
の
派
遣
対
象
と
利
用
料
金
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

お
気
軽
に
市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

0
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
対
象

-
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人

2
次
の
方
の
い
る
世
帯

新
世
紀
博

入
場
券
発
売

富
山
県
置
県
一

O
O年
を
記
念
し

て
「
に
っ
ぽ
ん
新
世
紀
博
覧
会
」
が

七
月
十
六
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま
で
、

小
杉
町
大
関
山
ラ
ン
ド
で
ひ
ら
か
れ

ま
す
。
こ
の
前
売
券
が
県
か
ら
市
に
依
頼

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
市
で
は
魚
津

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
、
売
り
さ

ば
き
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
役
員
の
方
が
各
家
庭
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
ら
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
企
画
広
報
室

ね
た
き
り
老
人

重
度
身
体
障
害
者

重
度
心
身
障
害
児

・
者

O
利
用
料
金

1
生
計
中
心
者
の
所
得
税
額
が

的
三
万
円
未
満
の
場
合
|

一
時
間

あ
た
り
二
九

O
円

ω三
万
円
以
上
の
場
合
|
一

時
間

あ
た
り
五
八

O
円

所
得
税
非
課
税
の
場
合
無
料

例

一
回
2
時
間
、
週
二
回
利
用

で
一
か
月
間
の
場
合

同
の
世
帯
四
、六
四
O
円

川
の
世
帯
九
、二
八

O
円

一

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
.

ご
ざ
い
ま
し
た

…

…
・
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

一

・
普
明
会
教
団
高
岡
支
部

五
O
、0
0
0円

・
魚
津
電
報
電
話
局
f

職
員
一
同

魚
津
統
制
電
話
中
継
一w

.

一

二
九
、
五
六
六
円

一

一

・
相
木

一
、
二

六

…

8
番
ラ
ー
メ
ン
魚
津
庖

代

表

者

森

国

光

一
一
三
、九
O
七
円

一

・
経
団
西
町
一

O
l九
五

一

康

瀬

充

郎

一

七
O
、
0
0
0円

一

・
六
郎
丸

一
、
O
五
二

轡
田
正
義

一

四

O
、0
0
0円

県
立
魚
津
高
等
学
校

富
山
県
立
魚
津
高
等
学
校
定
時
制

課
程
(普
通
科
)
で
は
4
月
か
ら
入
学

す
る
生
徒
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て

い
ま
す
。
年
齢

・
職
業

・
性
別
を
問

わ
ず
毎
日
、
午
後
五
時
半
頃
ま
で
に

登
校
で
き
る
方
な
ら
ば
誰
で
も
受
検

で
き
ま
す
。

ω出
願
期
間

2
月
幻
日
閃
1
3
月

お
日
幽
正
午

3
月
お
日
開
午
前
9

時
か
ら

ω検
査
科

目

作

文

・
面
接

凶
合
格
発
表
日

3
月
初
日
嗣
正
午

ωそ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、

次
の
い
ず
れ
か
へ
問

い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

魚
津
高
等
学
校
定
時

ω検
査
期
日

財
形
年
金
ス
タ
ー
ト

ー
ゆ
と
り
あ
る
生
活
設
計
に
|

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に
備
え
る

た
め
、
個
人
の
自
助
努
力
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

郵
便
局
で
は
|
「ゆ
と
り
あ
る
生
活

設
計
」
の
た
め
に
、
こ
の
た
び
郵
便
年

金
に
続
い
て

「
財
形
年
金
」

が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
財
形
年
金
に
は
養
老
保

険
と
組
み
合
せ
た
財
形
年
金
養
老
保
険

制
宮
②
0
2
2
1
又

は
出
身
中
学
校

県
立
雄
峰
高
等
学
校

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
で
は
、

次
の
と
お
り
日
年
度
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

〈
通
信
制
v

o学
科普
通
科

・
家
政
科
・衛
生
看
護
科

0
4
年
間
で
高
卒
の
資
格
が
と
れ
ま
す
0

0
出
願
期
間

2
月

n日
1
4
月
7
日
正
午

〈
保
育
専
攻
科
〉

。
志
願
資
格

高
校
卒
業
以
上
の
女
子

。
修
業
年
限

2
か
年

。
出
願
期
間

2
月
幻
日
i
3
月
お
日
正
午

※
入
学
願
書
の
請
求
な
ど
く
わ
し
い

こ
と
は
、
富
山
市
赤
江
町
1
番
記
号

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
合
0
7
6

4
@
4
9
5
1
へ
ど
う
ぞ
。

(死
亡
保
険
金
有
り
)と
生
涯
に
わ
た
っ

て
年
金
を
支
払
う
財
形
終
身
年
金

(死

保
険
金
無
し
)
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

主
な
特
色
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
年
金
原
資
か
ら
生
ず
る
利
子
に
つ

い

て
は
、

積
立
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
受

給
期
間
中
も
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

O
保
険
料
(
掛
金
)
は
千
円
単
位
で
払

込
期
間
は
5
年
か
ら
初
年
ま
で
。

O
年
金
の
支
払
い
は

ω歳
以
降
で
、3
か

月
ご
と
の
支
払
い
方
法
に
よ
り
ま
す
。

。1)
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2
月
の
休
日
診
療
医

問い合わせは ft22-2200(内線231)

時12J 1官|日!日lii
旧)I (同 I(同 I(日)I幽 I(同
堀|船|ヶ♀|平|羽 l晒
井|崎|丘窓|井|回|屋
医|医|病号|医|医|医
院|院|院緑|院|院|院

だより(2周〉

友

道宮

@
0
4
9
0

新
金
屋
宮

@
0
6
4
2

末
広
町
宮

@
0
8
8
8

大
光
寺
宮

@
1
5
6
7

本

町宮

@
3
9
1
2

吉

島宮

@
0
1
0
0

回
原
歯
科

医
院
魚
津
歯
科

医
院
近
藤
歯
科

医
院
室
田
歯
科

医
院
大
菅
歯
科

医
院
山
内
歯
科

医
院

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

勺

ι同
月

一
ハ
リ

n
O
ロ
u
-
L
U

日
日
一
幽

日
日
一
同

初
日
一
間

幻
自
一
回

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

入
善
町
上
野
八
幡

宮

0
7
6
5
⑪
0
2
3
1

入
善
町
入
膳

宮

0
7
6
5
@
0
1
5
8

入
善
町
入
膳

宮

0
7
6
5
@
0
0
2
3

入
善
町
入
膳

宮

0
7
6
5
@
0
0
7
8

朝
日
町
泊

宮

0
7
6
5
8
②
0
2
0
4

入
善
町
入
善

宮

0
7
6
5
@
0
1
8
1

日
曜
日

・
祝
日

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

※診療時聞は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

内 f円~ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
2月10日(木) 13: 00-14: 00 

2月24日(木) 13:00-14:00 

8か月児健診 8か月児
2月4日倒 9:00-10:00 

3月4日幽 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 56年7月生れの幼児 2月25日倒 13: 00-14: 00 
魚津保健所

55.1.16-55.1. 31生れの幼児 2月9日(水) 13 : 00 -14: 00 
3歳児健診

55.2.1-55.2.15生れの幼児 2月23日(水) 13: 00-14:00 

母 親 学 級 妊婦とその家族 2月18日倒 9: 30-16:00 -ーーーー .--._-_.-_ーーーーーーーーーーーー一一歩
母親学級は昼食をご持

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 2月25日幽 9:00-12:00 
参ください。

心の健康相談 一般市民 2月22日(火) 13 : 30 -15 : 00 

健 康 相 吾員火火 一般市民
2月22日(刈 13:00-15:00 市役所 ・保健室 血圧測定・検尿・心電図・診察

2月21日(月) 13:00-15:00 松倉生活改善センター

胃がん検診 一般市民 2月24日(木) 9:00-10:00 魚津漁業会 料金一一一一一1，200円

体力づくり栄養教室 一般市民 2月22日(刈 9: 30-15:00 本江公民館

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週月 ・木曜日 9:30-11:00 経団福祉会館

健 康 体 操 一般市民 毎週月 ・木曜日 9:30-11 :00 本江公民館
体操の出来る服装の用

毎週火曜日 10:00-11: 30 村木公民館
意を願います。

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

2月18日幽 13: 30-15:00 上野方公民館

2月22日(刈 13 : 30 -15 : 00 道下公民館 -検尿 ・血圧測定 ・診

2月23日(水) 13 : 30 -15 : 00 経団福祉会館 察(医師)

成人病教室 一般市民 3月2日制 13 : 30 -15 : 00 大町公民館
-講話「高血圧者の冬

3月3日〈対 13: 30-15: 00 加積公民館
の健康管理J (医師)

-食生活~減塩食試食
3月8日(刈 13: 30-15:00 天神公民館 (栄養士)

3月9日附 13: 30-15: 00 上中島公民館

⑧
老
人
医
療
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

(12) 

2
月
1
日
か
ら
老
人
保
健
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
お
と
し
よ
り
が
医
療
機

関
等
で
医
療
を
受
け
る
時
は
、
老
人
健

康
手
帳
(
医
療
受
給
者
証
共
)
と
保
険

証
・を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
病
状

等
を
記
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
康
手
帳
の
有
効
期
間
は
5
年
と
な

っ
て
い
る
の
で
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
医
療
機
関
ご
と
に
通
院
の
場

合
は
、
月
四
百
円
、
入
院
の
場
合
は
、

一
日
三
百
円
(
二
ヶ
月
限
度
)
の
本
人

一
部
負
担
と
な
り
ま
す
。

ω歳
j
M
歳
の
重
度
身
障
者
(
手
帳

1
級、

2
級
、
療
育
手
帳
A
)
の
該
当

者
臼
歳

iω
歳
の
軽
度
身
障
者
(
手
帳

4
級
、
5
級、

6
級
)
に
つ
い
て
の
⑨

老
人
医
療
費
助
成
の
対
象
に
な
っ
て
い

た
方
は
、
2
月
1
日
か
ら
重
度
心
身
障

害
者
等
医
療
費
助
成
事
業
に
変
更
に
な

り
、
い
ま
ま
で
の
受
給
費
証
は
、
す
べ

て
変
わ
り
新
し
く
交
付
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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幻
年
中
の
火
災
、
救
急
統
計
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

火
災
は
前
年
に
比
較
し
、
件
数
、
面

積
、
損
害
が
増
え
ま
し
た
。
あ
い
か
わ

ら
ず
子
供
の
火
遊
び
が
上
位
を
占
め
て

い
る
の
が
目
だ
つ
の
と
死
者
1
名
を
出

し
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。

救
急
は
前
年
に
比
し
て
若
干
件
数
が

減
じ
た
が
、
交
通
事
故
、
一
般
負
傷
の

件
数
が
増
加
し
て
い
る
、
あ
い
か
わ
ら

ず
交
通
事
故
、
急
病
、
一
般
負
傷
が
全

体
の
M
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

る
現
況
で
あ
り
ま
す
。

1 .火災発生概要

なぞ 5 6年 5 7年 増減

建物 13 17 + 4 

火 中本 町' 2 + 2 

災 船舶

{牛 車両 4 - 3 

数 その他 2 

合計 19 21 + 2 

損害額(千円) 47，199 60，615 + 13，416 

焼 全焼 7 6 

打1
半焼 6 3 - 3 

十東

数 音[1分娩 10 12 + 2 

権災世帯数 17 17 。
権災人員 56 76 +20 

的被害人
死者 + 1 

傷者 4 6 + 2 

損火害災制1件(千当円り) 2，484 2，886 + 402 

2.救急出動概要

トI片葬ご放¥¥極¥一B巴年区A分度¥ 

5 6 年 5 7 年

数勘件出 救件教急 描送員人 動件監出 救件数急 描送員人

火 災 2 2 2 2 2 3 

7)( 難 5 4 4 

交通事故 157 143 184 193 178 199 

労働j 災害 38 35 35 24 23 23 

運動競技 13 13 13 9 9 9 

一般負傷 110 104 104 112 109 109 

力日 ヨEコz 7 7 7 7 6 6 

自 打i 7 5 5 10 6 6 

急、 病 338 317 318 320 303 306 

そ 転院搬送 63 60 60 42 42 42 

グ〉 医師搬送 7 7 5 5 

他 その他 17 7 6 17 10 11 

ム口、 764 704 738 742 694 715 

不 ;鍛 工き 60 48 

3.救助出動概要

ミ!(
火 自 水 ヲp、ιf 山 そ メ口入

妙と 通 岳
グ〉

!J<. 事 迎

災 s口z 難 故 書佐 他

5 6年 l 3 

5 7年 l l 

4.海難救助出動概要

同(
出動回数 救 救 救

合 魚津市 滑 音黒市[1普町入 朝自 のそ

J1jJ 助 B力

隻 屯 人
計市)11 町他 数 数 員

5 6年 14 12 11- 1 I 9 134.8 42 

5 7年 71 6 -1 1 -1 1 15.0 5 

テレビによる防災キャンペーン
北日本放送(木曜日) 富山テレビ(土曜日)

キ一局の ご存じですか キ一局の そのときあなたは?

放送日 -防災ミニ百科一 放送日 ーくらしの中の防災一

2月 大雪に備えて 2月 火災からの脱出
3日 (雪国の消防機関) 5日 -煙から身を守る一

2月
雪崩れご注意

2月 ー火避災か費量らの・H見出
10日 12日 避口難用具は?ー

2月 消火器が統ーされまし 2月 火災からの脱出
17日 た 19日 ーホテル ・旅館では一

2月
春の火災予防運動

2月 恐ろしいガス火災に気
24日 26日 をつけよう l 

3月 高層ビルの火災 3月
春の火災予防運動

3 B (ホテルニュージャノfンF鴻合) 5日

3月 高層ビルの火災 3月 隣り近所の助け合い
10日 (ラスベガスの場合) 12日 一自主防災組織一

3月
地下街での火災

3月 積極的に防災訓練に参
17日 19日 加を

3月
適合マークに注目

3月 すばやい消防機関の活
24日 26日 動ぶり

3月 防山協火事力に隊(岩備手え県る新婦里人村消) 
31日

舗
荒
ら
し
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

庖
舗
荒
し
と
い
う
の
は
、
庖
番
の
人
が

い
な
い
の
を
幸
い
に
庖
の
現
金
や
品
物

を
盗
ん
で
い
く
事
件
で
す
。

対
策
方
法
と
し
て
次
の
こ
と
に
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

ω屈
舗
を
あ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
防
止
策
の
第
一
点
で
す
。

ω出
来
る
だ
け
人
の
出
入
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
紫
外
線
装
置
を
つ
け
る

こ
と
。
ω長
い
時
間
庖
を
開
け
る
時
は

と
な
り
の
方
と
か
人
に
留
守

を
頼
む
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ω奥
の
部
屋
な
ど
で
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
の
音
な
ど
あ
ま
り
大

き
く
せ
ず
、
買
物
客
が
来
て

も
、
わ
か
る
よ
う
に
す
る
こ

と。

(13) 

市
民
の
皆
さ
ん
歳
末
警
戒
ご
苦
労
様

で
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
魚
津
市
内
で
は
、
昨
年
暮
れ

か
ら
本
年
に
か
け
て
(
年
末
年
始
)
庖

-yuまワ
し
よ
う
.

砂 市

金
賞

経
団
小

六

年

経

田

恵
さ
ん

の
作
品
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-
軽
費
老
人
ホ

l
ム
新
川
ハ

イ
ツ
入
居
者
募
集
中
/

こ
の
施
設
は
、
お
年
寄
り
が
比
較
的

少
な
い
費
用
で
安
心
し
て
健
康
で
明
る

い
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、
公
費
の
助

成
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
今
年
の
4
月

1
日
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

ホ
ー
ム
で
の
生
活
は
、
食
事
は
食
堂

で
、
入
浴
は
共
同
入
浴
(
週
3
回
)
、
洗

濯
及
び
居
室
の
掃
除
は
各
自
の
責
任
で

行
な
い
ま
す
。

外
出
、
外
泊
は
原
則
と
し
て
自
由
で
、

職
場
へ
通
勤
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
処
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
病
気
に
な
っ
た

り
、
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
場
合
は
、

看
護
婦
、
寮
母
な
ど
の
職
員
が
常
時
勤

務
し
て
い
ま
す
か
ら
気
軽
に
相
談
で
き

ま
す
。建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
3

階
建
、
居
室
は
、

8
畳
印
室
(
夫
婦
で

利
用
す
る
場
合
は
2
室
)、
ト
イ
レ
は
2

室
毎
に
1
、
外
に
浴
場
1
、
食
堂
1
、

洗
濯
室
2
、
教
養
室
1
、
事
務
室
1
等

で
す
。。
利
用
者
の
資
格
。

ω年
令
が

ω歳
以
上
の
方
(
但
し
、
夫

婦
で
利
用
す
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
か

が

ω歳
以
上
で
あ
れ
ば
よ
い
。)

ω所
得
が
あ
ま
り
高
く
な
い
方
(
月
収

幻
万
5
千
円
程
度
以
下
)

ω毎
月
の
利
用
料
の
支
払
が
可
能
な
方

ω身
寄
り
が
な
い
か
、
家
庭
の
事
情
で

家
族
と
同
居
で
き
な
い
方

問
心
身
と
も
に
健
康
で
、
共
同
生
活
が

で
き
る
方

ω確
実
な
身
元
引
受
人
の
あ
る
方

利
用
料
等
、
詳
細
な
こ
と
を
お
知
り

に
な
り
た
い
方
、
又
は
、
申
込
み
さ
れ

る
人
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。魚
津
市
大
光
寺
4
5
0

新
川
ヴ
ィ

l
ラ

T
E
L

@

6
1
2
6
 

-
市
民
会
館
行
事
予
定
表

づおう 爆笑/ {雀
物

寄席 名

PM 13 と
30時1日
分(日)

き

説ニ自ェ言指語券2前 入
場
料

年部会 謹所管金 魚樟商工
主

f篠
者

-
請
負
工
事
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付

|
期
間
二
月
中
|

市
が
回
年
度
に
行
う
建
設
工
事
の
請

負
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
の
申
請
を
受
付
け
ま
す
か

ら
、
関
係
者
は
期
限
に
お
く
れ
な
い
よ

う
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

2
月
1
日
ω
1
2
月
お

ロU
同
月

時

間

午

前
8
時
初
分
i
午
後
5
時

(
但
し
土
曜
は
ロ
時
ま
で
)

早急に人を求めています.グ(求人情報)

盤番理号 募集職種 年齢 性別 希賃望金 勤務地 人員 資格経験その他

土木技師 男
万円

魚 i掌 1 土2年木以技師上高卒l 18-50 10-16 

2 戸邑立. 業 18-30 男 9 -10 魚 i章 2 普高卒通免官午

3 自己 達 20-35 男 14-15 魚 i掌 3 普通免許

4 自整工 28-40 男 17-18 魚 i掌 1 普3通級免悠備許士

5 機械工 18-40 男 11-15 魚 i掌 6 

6 運転手 28-45 女 8-8.5 新金屋 2 普通免許

7 庖 員 18-25 女 8-8.3 中央通り l 普通免許

8 組立検査 16-45 女 ~7.875 75 六郎丸 3 不問

9 仕立工 25-40 女 8.5-9 道 坂 1 

10 雑 役 35-55 女 8~.82.5 75 一 ケ l 

マ
提
出
場
所
市
総
務
課
行
政
係

告
②
2
2
0
0
内
線
2
5
8

-
花
と
緑
の
技
術
講
習
会
を

開
催

花
と
緑
の
銀
行
主
催
で
花
と
緑
の
技

術
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

一
般
園
芸
愛
好
者
の
み
な
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
と
き

2
月
お
日
幽

午
後
1
時
1
3
時

・
と
こ
ろ
魚
津
市
役
所
大
会
議
室

・
講
習
内
容
花
木
の
管
理
に
つ
い
て

中
央
農
業
高
校

高
木
直
秋
氏

-2月の
日
曜
営
業
給
油
所

月
日

給
油
所
名

所
在
地

2
月
6
日
目
白
羽
田
幻
日

3
月
6
日

シ
ミ
ズ
魚
津

浜
岡
商
底

ニュ
l
l
内
J

寸
4
ザ
〈

三
共
石
油
産
商

伝
刷
川
冶
停

朝
日
石
油
魚
津

富
山
石
油
魚
津

緊急に職を探しています.グ(求職情報)

重番在理号 希望職種 年齢 性別 希賃望金 前 歴 学歴 免 言午

運転手 男
万円
自整7年 中卒 普通免許l 24 15 

2 電 気 18 男 9 自1動年制御 高卒 普通免許

3 写 真 29 男 15 写3年真1苫貝 専卒 普通免許

4 製 造 43 男 15 ミシン年プ 中卒 普通免許レス14

5 経 理 56 男 15 3商2年業教師 大卒 普通免許

6 事務員 25 女 9.5 事務3年 高卒 普珠通算免1官級午

7 運転手 26 女 8.5 庖貝 3年 高卒 普通免許

8 庖 員 34 女 8.5 庖員10年 中卒 普通免許

9 組立工 30 女 10 10年 中卒 普通免許

10 屋内作業 47 女 8 組立4年 高卒

友

道
末
広
町

吉

島

友

道
双
葉
町

-
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

の
案
内

危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所
有
し
、
危

険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方

は、

5
年
ご
と
に
保
安
講
習
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O
講

習

日

目

年

3
月
3
日

O
講
習
会
場
魚
津
市
農
協
会
館

0
受
付
期
間

2
月
7
日
l
凶
日

詳
し
い
こ
と
は
消
防
本
部
予
防
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
0
2
9
5

-
明
る
い
く
ら
し
の
設
計

簡
易
保
険
・
郵
便
年
金

新
加
入
運
動
実
施
中

郵
便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
は

国
民
の
み
な
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
信
頼

さ
れ
な
が
ら
着
実
に
発
展
し
、
積
み
た

て
ら
れ
た
資
金
は
、
市
町
村
等
を
通
じ

て
、
学
校
・
住
宅

・
道
路
の
建
設
な
ど

「
豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
」
を
つ
く
る

た
め
役
立
っ
て
い
ま
す
。

郵
便
局
で
は
、
入
学
・
入
園

・
卒
業

.
就
職
な
ど
年
間
を
通
じ
て
生
活
設
計

に
も
っ
と
も
関
心
を
寄
せ
ら
れ
る
時
期

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
新
加
入
運
動
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

、、‘
，，，
，

an--

•••••• 
，，，
，‘、
、

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

〈宮24-0365>へお問い合わせくだきい。
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-
母
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

高
校
、
大
学
、
各
種
学
校
へ
進
学
さ

れ
る
方
で
、
母
子
福
祉
資
金
、
修
業
資

金
の
貸
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
申
請
提
出
期
日

2
月
1
日
1
3
月
お
日

マ
借
り
ら
れ
る
金
額

公
立
高
校
一
般
月
額
七
千
円

H

特
別

H

八
千
円

私
立
高
校
一
般

H

一
万
八
千
円

H

特
別

H

二
万
円

公
立
大
学
一
般

H

一
万
八
千
円

H

特
別

H

二
万
円

私
立
大
学
一
般

H

二
万
七
千
円

H

特
別

H

二
万
九
千
円

マ
専
修
学
校
も
借
り
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
日
本
育
英
会
等
の
他
の
奨
学

令
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

まなま

魚族紹介。。魚:孝命O'e然
'-

マ
申
請
書
の
提
出
先

O
市
役
所
・
社
会
福
祉
課
へ

O
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
由
母
子
相
談

員
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

-
幻
年
度
第

4
次
自
衛
官
募
集

マ
募
集
人
員

2
等
陸
士
J
a
i
l
-
-
j
i
l
-
-
:
:
日
名

2
等
海
士
・
・・・
0

・・
E.
，••• 

，E
・E
・--
-・・・
4
名

2
等
空
士
・
:

J
E
-
E
l
;
・::・・・・・・・
7
名

マ
募
集
期
間

3
月
白
日
ま
で

マ

資

格

年
齢
満
四
歳
か
ら
お
歳
ま
で
、
詳
し

い
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
課
、

ま
た
は
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
魚
津

募
集
事
務
所
へ
。

O
住
所
魚
津
市
上
村
木
五

O
六
番
地

o
電
話

M
局
1
0
3
6番

波の静かな浅沼の岩場や砂泥底にすむ。体は横に

長く伸び、前方には口、後鵡には~I門ガ開き、口の

まわりのふさ状の触手を使って海底の砂泥を食べ、

その中の育機物を消化し、砂は糞とともに旺門より

排出する。ウ二やヒトデと同じ東京皮動物だが、骨格

は退化し皮膚の中に小さな骨片として残っている。

冬ガ旬で酢物にして賞味されるが、高級珍昧として

育名なコノワタは揚の塩辛、コノコは卵巣を干し疋

ものである。

-
稽
古
に
励
む
岩
田
君

岩
田
君
(
日
歳
)
は
、
大
阪
場
所
か

ら
、
し
こ
な
も

か
旭
若
一
。
を
も
ら
い
関

取
り
を
目
指
し
て
土
俵
に
上
が
り
ま
す
。

魚
津
市
出
身
の
旭
若
を
応
援
し
ま
し

ょ、っ。
O
部
屋

O
身
長

O
体
重

魚津善意銀行へのご寄伺
(敬称略)

大
島
部
屋
(
元
大
関
・旭
国

一
七
六
セ
ン
チ

一O
五
キ
ロ

-
母
子
・
父
子
家
庭

中
卒
者
激
励
会

今
春
三
月
、
史
子
校
を
卒
業
す
る
母

子

・
父
子
世
帯
の
生
徒
を
招
い
て
激
励

会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
母
子
福
祉
会
か
ら
記
念
品
を
、
ま
た

市
か
ら
卒
業
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
か

ら
、
該
当
者
は
当
日
会
場
へ
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

2
月
5
日
午
後
2
時
か
ら

マ
場
所
市
役
所
・3
階
大
会
議
室

-
ニ
月
は

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で
す

O
暖
房
器
具
は
熱
を
逃
が
さ
な
い
工
夫

を
し
、
電
気
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

O
電
気
こ
た
つ
の
中
で
衣
類
の
乾
燥
、

電
気
毛
布
と
あ
ん
か
な
ど
、
他
の
熱

器
具
と
の
併
用
は
事
故
の
も
と
に
な

る
の
で
さ
け
ま
し
ょ
う
。

O
お
使
い
に
な
ら
な
い
器
具
は
電
源
コ

ー
ド
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所

宮

(ω
1
4
0
0

-
尋
ね
人

昭
和
却
年
8
月
日
日
現
在
、
大
津
市

滋
賀
海
軍
航
空
隊
第
一
分
隊
在
籍
の
方
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
幸
に
し
て
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
ご

家
族
の
方
も
、
死
亡
年
月
日

・
住
所

・

氏
名

・
電
話
番
号
等
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い。

連
絡
先
一

Tmlω
滋
賀
県
犬
上

郡
甲
良
町
小
川
原
蹴
の
幻
石
田
一
男

8
0
7
4
9
②
1
6
4
0
 

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

2
月
は
、
魚
津
地
区
(
新
金
屋
二
丁

目
、
双
葉
町
)
で
実
施
し
ま
す
。
点
検

に
は
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安

セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮

@
5
3
4
0

身
近
な
あ
な
た
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

元
栓
の
確
認
、
換
気
の
注
意
。

綴坂繁松上村木一丁目 3，012円

五十嵐嘉治本江 10，000円

森田清一本江 30，000円

尾崎哲夫本江元町 20，000円

紺屋町ときわ会 8，575円

魚津地区同盟 議長・小善孝志

139，456円

冷土宗新川組青年会 21，408円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

上中島小学校児童会 10，125円

魚津相撲協会 代表・野崎栄吉

空気座ぶとん70枚

長谷川文枝大光寺

タオル15枚・中古衣類 7点

港町母親クラブ

壁かけ 5点 ・石けん・タオル各30点

富二グループ 相木426 りんご 2箱

森本武男本町二丁目 30，000円

西崎一雄本町二丁目 10，000円

吉野きく 天神町'新 2，000円

魚津郭声会 142，913円

富山ヤクルト版売鮒魚津親交会一同

27，000円

魚津市身体障害者連合会 122，402円

藤井八郎経田中町 50，000円

石川岩義経団西町 30，000円

さわやか運動片貝婦人会 33，040円

美浪はる釈迦堂 2，000円

「愛の募金箱」市役所市民課 1，786円

※受付けの順番で掲載していますが、紙

面の都合で一部次の号以降になります。 ノ

(15) 



置置理圏冨目
( 12月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海外線

人{前月雄り

24，107 (+22) 

26，057 (+22) 

50， 164 (+44) 

13，304 

200.75knt 

7.9km 

あなたと市政をむすぷ 広報うおづ 昭和58年 2月1日発行
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② 

八I-el年線
メ|男|のの富
!日~I 歳高山
ト門|月架 1
ルロ|を橋糸

1~1 か工魚
道一一け事川
路部 ては聞
か分工 、の
らは事昭昭複
橋、延和和線
け千長四四電
た二は十十化
ま百、三年を
で三千年五機
の十九九月に
高三百月に
さメ五完着市
|十成工街
約ト七しさ地
四ルメまれを
|し、横

五道トた十断
メ路ル 。億し
|交、 余て
ト差こ 万い
ル部の 円る
、分う の国
幅はち 工鉄
は、高費
、八架 と地
十十橋 三鉄
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